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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

物理化学Ⅲ (Physical Chemistry III)

応用化学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4年生の物理化学の物理化学物理化学IIで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学電子構造論，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学凝集力，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体
表面等に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体ついて講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，りの物理化学固体の電子構造論，固体の凝集力，固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学電子構造の物理化学理解が前提となる，が前提となる，前提となる，となる，
また原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，様々な分析技術の基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．な分析技術の基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．の物理化学基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．となる分子分光学を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，講義し，現代物理化学の物理化学基本を習得する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体得する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

【A4-C3】固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学バンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と理論が前提となる，定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とに引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体理解が前提となる，で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，半導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，絶縁体の電子構造論，固体の凝集力，固体と
バンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と構造の物理化学関係が理解できる．が前提となる，理解が前提となる，で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体る．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

前期中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，半導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，絶縁体の電子構造論，固体の凝集力，固体とバンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と構造の物理化学関係が理解できる．が前提となる，的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と確
に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体説明できるかどうかで評価する．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体るかどうかで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体評価する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

【A4-C3】固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学凝集力を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，，格子エンタルピーや固体の電子構造の理解が前提となる，マーデルング定数を通して定数を通してを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，して講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
理解が前提となる，する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，また原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体表面への物理化学吸着現象を理解する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，理解が前提となる，する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

前期中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，ボルン-ハーバーサイクルと格子エンタルピー，マ
ーデルング定数を通して定数を通して，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体表面の物理化学分析法や吸着等温式等が的確に説明できるかや固体の電子構造の理解が前提となる，吸着等温式等が前提となる，的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と確に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体説明できるかどうかで評価する．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体るか
どうかで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体評価する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

【A4-C3】分子分光法や吸着等温式等が的確に説明できるかに引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体関する基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と事項を理解する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，理解が前提となる，する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
前期定期試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，分子の物理化学エネルギー準位，ボーアの振動数条件と光の物理化学振動数を通して条件と光と光
の物理化学輻射や吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価や固体の電子構造の理解が前提となる，吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価の物理化学関係が理解できる．等の物理化学分光学の物理化学基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と事項を理解する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，説明できるかどうかで評価する．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体るかどうかで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体評価する．
する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

【A4-C3】代表的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とな分光法や吸着等温式等が的確に説明できるかで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体あるマイクロ波吸収（分子回転），赤外線吸収波吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価（分子回転），赤外線吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価
とラマン効果（分子振動），可視紫外吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価（電子状態）の物理化学原理や固体の電子構造の理解が前提となる，特徴を理を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，理
解が前提となる，する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

前期定期試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，それぞれの物理化学分光法や吸着等温式等が的確に説明できるかの物理化学定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とな原理や固体の電子構造の理解が前提となる，分子定数を通して
等との物理化学関係が理解できる．等を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，適切に説明できるかどうかで評価する．に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体説明できるかどうかで評価する．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体るかどうかで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体評価する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

【A4-C3】分子の物理化学励起と緩和の動力学の基本過程を理解する．と緩和の動力学の基本過程を理解する．の物理化学動力学の物理化学基本を習得する．過程を理解する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，理解が前提となる，する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
前期定期試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，光を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体分子が前提となる，どの物理化学ように引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体励起と緩和の動力学の基本過程を理解する．されどう緩和の動力学の基本過程を理解する．
して講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，くるか等の物理化学過程を理解する．が前提となる，適切に説明できるかどうかで評価する．に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体説明できるかどうかで評価する．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体るかどうかで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体評価する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

成績は，試験は，試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確90%　レポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確10%　として講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，評価する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，中間・定期試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確の物理化学単純平均を試験成績とする．合計を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確成績は，試験とする．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，合計100点満点で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体60
点以上で合格とする．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体合格とする．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

「物理化学要論（第7版）」：P. W. Atkins・J. de Paula 共著／千原秀明できるかどうかで評価する．ら 訳（東京化学同人）

「アの振動数条件と光トで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確キンス物理化学 第10版 上で合格とする．・下巻」：」：P. W. Atkins・J. de Paula 共著／中野元裕ら 訳（東京化学同人）ら 訳（東京化学同人）
「量子力学入門ノートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確 第二版」：九鬼導隆 著（神戸高専生の物理化学協）
「なっとくする量子化学」：中田宗隆 著（講談社）
「基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．コース物理化学II 分子分光学」：中田宗隆 著（東京化学同人）
「分子の物理化学構造」：坪井正道 著（東京化学同人）

C1～C3の物理化学数を通して学I・II・物理， C3 分析化学II， C3 物理化学I， C4 物理化学II， C4 応用数を通して学I・II， C4 応用物理I・II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1～3年まで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学数を通して学I・IIと物理を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，良く理解しておくことが望ましい．また，く理解が前提となる，して講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，おくことが前提となる，望ましい．また，ましい．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，また原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，3～4年の物理化学物理化学I・II，4年生の物理化学の物理化学応用数を通して学I・II，4
年生の物理化学の物理化学応用物理I・IIの物理化学内容をしっかりと理解しておくことが望ましい．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，しっかりと理解が前提となる，して講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，おくことが前提となる，望ましい．また，ましい．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，



授業の計画（物理化学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 量子力学の物理化学分子への物理化学応用

2 固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学種類 固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学結合様式に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体よって講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，分類する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

3 金属やイオン性固体のバンド構造や固体の電子構造の理解が前提となる，イオン性固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学バンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と構造

4 バンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と構造

5 格子エンタルピー

6 イオン性結晶とマーデルング定数とマーデルング定数を通して定数を通して

7 固体の電子構造論，固体の凝集力，固体表面の物理化学状態とその物理化学分析方法や吸着等温式等が的確に説明できるか

8 中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確

9 分子分光学の物理化学概要，中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確の物理化学解が前提となる，答・解が前提となる，説

10 分子の物理化学エネルギー状態と電磁波の物理化学輻射や吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価・吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価

11 マイクロ波吸収（分子回転），赤外線吸収波吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価（分子回転）

12 分子振動と基準振動 連成系の振動を説明し，基準振動や基準座標を解説する．の物理化学振動を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，説明できるかどうかで評価する．し，基準振動や固体の電子構造の理解が前提となる，基準座標を解説する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

13 赤外線吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価とラマン効果

14 電子状態の物理化学励起と緩和の動力学の基本過程を理解する．と緩和の動力学の基本過程を理解する．の物理化学動力学

15 可視紫外吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価（電子状態） 電子状態の物理化学励起と緩和の動力学の基本過程を理解する．と緩和の動力学の基本過程を理解する．の物理化学動力学を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，基に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，可視紫外吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価や固体の電子構造の理解が前提となる，蛍光・燐光スペクトで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確ルと分子の物理化学電子状態の物理化学関係が理解できる．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
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固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学電子状態や固体の電子構造の理解が前提となる，分子分光学の物理化学基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．となる，量子力学の物理化学分子への物理化学応用（物理化学IIで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体）を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，復習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，分子の物理化学ハミルトで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確ニアの振動数条件と光ン
とボルン-オッペンハイマー近似，軌道近似，LCAO近似と分子軌道等に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体ついて講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，復習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

分子軌道法や吸着等温式等が的確に説明できるかの物理化学概念を金属やイオン性固体の化学結合系に適応し，金属やイオン性固体ではバンド構造ができることを示し，バンを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，金属やイオン性固体のバンド構造や固体の電子構造の理解が前提となる，イオン性固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学化学結合系の振動を説明し，基準振動や基準座標を解説する．に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体適応し，金属やイオン性固体のバンド構造や固体の電子構造の理解が前提となる，イオン性固体の電子構造論，固体の凝集力，固体で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体はバンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と構造が前提となる，で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体ることを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，示し，バンし，バン
ド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とエネルギーや固体の電子構造の理解が前提となる，バンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とギャップ，導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，半導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，絶縁体の電子構造論，固体の凝集力，固体を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，バンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体と構造から解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

アの振動数条件と光ルカリ金属，アルカリ土類金属，遷移金属，半導体，絶縁体について，原子軌道からどのように各バンドが形成されるかを解説す金属やイオン性固体のバンド構造，アの振動数条件と光ルカリ金属，アルカリ土類金属，遷移金属，半導体，絶縁体について，原子軌道からどのように各バンドが形成されるかを解説す土類金属やイオン性固体のバンド構造，遷移金属やイオン性固体のバンド構造，半導体の電子構造論，固体の凝集力，固体，絶縁体の電子構造論，固体の凝集力，固体に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体ついて講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，，原子軌道からどの物理化学ように引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体各バンドが形成されるかを解説すバンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とが前提となる，形成されるかを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説す
る．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学凝集力として講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，格子エンタルピーを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，示し，バンし，ボルン-ハーバーサイクルより格子エンタルピーを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

イオン性結晶とマーデルング定数の物理化学凝縮力はクーロ波吸収（分子回転），赤外線吸収ン相互作用が前提となる，主であることを示し，結晶格子上にあるそれぞれのイオンのクーロン相互作用の和で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体あることを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，示し，バンし，結晶とマーデルング定数格子上で合格とする．に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体あるそれぞれの物理化学イオンの物理化学クーロ波吸収（分子回転），赤外線吸収ン相互作用の物理化学和の動力学の基本過程を理解する．
が前提となる，結晶とマーデルング定数格子の物理化学構造で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体決まるマーデルング定数で簡潔に表されることを解説する．まるマーデルング定数を通して定数を通してで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体簡潔に表されることを解説する．に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体表されることを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学表面の物理化学状態を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，説明できるかどうかで評価する．し，近年脚光を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，浴びている固体表面の分析法（びて講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，いる固体の電子構造論，固体の凝集力，固体表面の物理化学分析法や吸着等温式等が的確に説明できるか（ESCAや固体の電子構造の理解が前提となる，オージェ分光等）を解説する．分光等）を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

1週目からから7週目からまで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体の物理化学内容をしっかりと理解しておくことが望ましい．で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

分子と光の物理化学相互作用とそこから得する．られるスペクトで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確ルが前提となる，種々な分析技術の基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．の物理化学分析法や吸着等温式等が的確に説明できるかの物理化学基礎となる分子分光学を講義し，現代物理化学の基本を習得する．となって講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，いることを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，示し，バンしなが前提となる，ら，分子分光学の物理化学原理や固体の電子構造の理解が前提となる，
役割を概観する．また，中間試験の解説も行う．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，概観する．また，中間試験の解説も行う．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，また原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確の物理化学解が前提となる，説も行う．行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

並進運動を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，分離したあとの分子のエネルギー状態（分子回転，分子振動，電子状態），電磁波の輻射・吸収とボーアの振動数条した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体あとの物理化学分子の物理化学エネルギー状態（分子回転，分子振動，電子状態），電磁波の物理化学輻射や吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価・吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価とボーアの振動数条件と光の物理化学振動数を通して条
件と光等の物理化学分子分光学の物理化学基本を習得する．概念を金属やイオン性固体の化学結合系に適応し，金属やイオン性固体ではバンド構造ができることを示し，バンを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

回転運動と慣性モーメントで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，説明できるかどうかで評価する．し，分子の物理化学回転運動を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，記述する．分子がマイクロ波を吸収する原理を簡単に説明し，分子の回転する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，分子が前提となる，マイクロ波吸収（分子回転），赤外線吸収波を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価する原理を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，簡単に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体説明できるかどうかで評価する．し，分子の物理化学回転
運動の物理化学量子数を通してとマイクロ波吸収（分子回転），赤外線吸収波吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価スペクトで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確ルとの物理化学関係が理解できる．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，簡単に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

分子が前提となる，赤外線を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体りラマン散乱を起こしたりする原理を簡単に解説し，いわゆる振動分光学（を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，起と緩和の動力学の基本過程を理解する．こした原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体りする原理を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，簡単に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体解が前提となる，説し，いわゆる振動分光学（IR吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価スペクトで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確ルとラマンス
ペクトで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確ル）と分子振動の物理化学関係が理解できる．や固体の電子構造の理解が前提となる，そこからわかる分子定数を通して等を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

フランク-コンド理論が定性的に理解でき，導体，半導体，絶縁体とンの物理化学原理（垂直遷移），蛍光や固体の電子構造の理解が前提となる，燐光等の物理化学輻射や吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価遷移と内部転換や項間交叉等の無輻射遷移等を説明して，分子のや固体の電子構造の理解が前提となる，項を理解する．間交叉等の物理化学無輻射や吸収の関係等の分光学の基礎的事項を説明できるかどうかで評価遷移等を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，説明できるかどうかで評価する．して講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，，分子の物理化学
励起と緩和の動力学の基本過程を理解する．と緩和の動力学の基本過程を理解する．の物理化学過程を理解する．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，説する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，

備など）
考

前期中間試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確および前期定期試験とレポートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，実施する．する．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
本を習得する．科目からの物理化学修得する．に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体は，30 時間の物理化学授業の物理化学受講と 60 時間の物理化学事前・事後の自己学習が必要である．事前に教科書の該当箇所を読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせての物理化学自己学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体が前提となる，必要で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体ある．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，事前に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体教科書の該当箇所を読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせての物理化学該当箇所を読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせてを行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせてんで学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，わかる部分とわからない部分を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，はっき続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体りさせて講義し，一通りの固体物理化学入門を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
おく．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，事後の自己学習が必要である．事前に教科書の該当箇所を読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせてに引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体は教科書の該当箇所を読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせてと授業ノートで，導体，半導体，絶縁体とバンド構造の関係が的確で学習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体復習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体し，また原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体，教科書の該当箇所を読んで，わかる部分とわからない部分をはっきりさせての物理化学例題や章末問題，こちらが配布する演習問題を解く．や固体の電子構造の理解が前提となる，章末問題や章末問題，こちらが配布する演習問題を解く．，こちらが前提となる，配布する演習問題を解く．する演習した原子・分子構造論，分子間相互作用に引き続き，固体の電子構造論，固体の凝集力，固体問題や章末問題，こちらが配布する演習問題を解く．を行う．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，解が前提となる，く．次に，原子・分子構造や固体の電子構造の理解が前提となる，
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